
技術センターが主催するセミナーです。デザインとマーケティ
ングを活用し、売れるものづくりを支援します。
●主な内容
前年度は、参加企業はほぼ毎月１回集まり、3月に最終回を迎
えました（全9回・1回あたり2時間）。今年度も開催予定です。
●参加方法
興味のある方はデザイン情報係までお問い合わせください。

DESIGN KYOTO（デザインキョウト）
京都の企業と幅広く交流したい人へおすすめ！
　「DESIGN KYOTO」は、一般社団法人Design Week Kyoto
実行委員会が主催する「モノづくり現場の担い手たちが切磋琢
磨しあうコミュニティ」です。
●主な活動内容
　①勉強会や交流会（月に1回＋αを予定）
　②京都府内におけるオープンサイト（1－2ヶ月に1回を予定）
　③他地域等への訪問・交流ツアー（年に2－3回を予定）
●DESIGN KYOTO はこんな方におすすめ！
・自分が携わるモノづくりをもっとおもしろくしたい！そのため
に視野を広げたい、新しいアイデアや刺激、学びを得られる
機会が欲しいと考えている方
・他のモノづくり現場を訪問し合ったり、情報交換をしたり、お
互いを高め合える仲間が欲しい方
・組織の未来を担う次世代のメンバーに、知識や視野の幅を
広げ、イノベーションを起こせる人材に育ってもらいたいと
考えている経営者や、自分自身がそう考えている次期経営
者の方

　※会社の社員としても、個人としても、どちらでも参加可能。
●参加方法
　随時、オープンサイトやツアーが開催されているので、
「DESIGN WEEK KYOTO」で検索し、webサイトやSNSを
チェックしてください。

学びの場の在り方が問われるVUCAの時代
近年、学びの場が大きな変革を迎えています。これは、ビジ

ネスや社会全体がVUCA（不確実性、不安定性、複雑性、曖昧
性）の時代を迎え、従来の学び方が時代にそぐわなくなったか
らです。
社会人類学者の中根千枝さんは、日本の社会を「タテ社会」

だと指摘しました。先生から生徒へ、上司から部下へ、上から下
へ情報を受け取るだけでは、変化への適応が難しくなっていま
す。先生や上司の経験や知識が、そのまま次の時代でも通用す
るとは限らないからです。
また、これはものづくりの現場でも同様のことが言えるで

しょう。今までは下請けとして、お客さんの言う通りの商品を
作っていた企業でも、いつその商品の需要がなくなるかわかり
ません。定期的に、自分達の強みを見直し、世の中の需要を自
分達で感じ取っておく必要があります。1つの対策法として、自
社製品を開発する元下請け企業も増えています。

大切なのはタテではなくヨコのつながり
ただ上の人の言ってることを勉強するのではだめ。じゃあどう

やって自社製品や新しいビジネスを考えたらいいんだ…。そう
思う方も多いでしょう。そこでおすすめしたいのが「ヨコの繋がり
を作ること」です。

これから学びの場で求められるのは、単なる知識の受け渡し
ではなく、ヨコのつながり、つまり年齢や立場関係なく、お互いを
刺激し合い、気づきを得るような学び方です。

ヨコの繋がりをつくるため、セミナーに参加するのも1つの手
です。従来のような先生や講師が中心の受動的なセミナーでは
なく、参加者同士が教え合い、共に成長するアクティブな関係性
を築く形式のセミナーや取り組みが増えています。以下に事例
を2つ紹介します。

マーケティング＋デザイン・ゼミナール　
自社製品の販路構築を考えたい方へおすすめ！
マーケティング＋デザイン・ゼミナールは、京都府中小企業

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 デザイン情報係　TEL：075-315-9506  E-mail：design@kptc.jp

タテではなく、ヨコの繋がりで学ぼう！技術
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す。つまり、元の情報に2bitの情報を余計に付加することで誤り
訂正できたことになります。
　どういうルールで符号化するかによって誤り訂正能力は変わ
ります。検査記号が増えれば誤り訂正能力は上がりますが、送
る情報量が多くなり効率が悪くなってしまいます。実際の符号
化、復号においては数学的な演算を行うことでより少ない情報
量で高い誤り訂正能力を得られるようになっています。

QRコードの構成と誤り訂正能力
　QRコードは大きく機能パターンと符号化領域で構成されま
す。機能パターンはQRコードの向きや歪みなどを補正する機
能を持ちます。符号化領域には誤り訂正機能が付加されたデー
タが格納されます。

 なお、生成時に型式や誤り訂正レベルを選択可能となってお
り、型式は格納可能なデータ量を40段階、誤り訂正レベルは元
のデータに対して許容される誤りの割合をL（7%）,M（15%）,Q
（25%）,H（30%）の4段階で設定可能です。
　誤り訂正レベルを上げればより汚れや損傷に強くなります
が、データ量は多くなりQRコードのサイズも大きくなってしま
います。

QRコードの今後
　文字列を読み込むという点においては、近年AIの発展により
OCR（光学文字認識）の読み取り精度も向上していますが、正
確さという点においてはQRコードがまだ有利であると考えま
す。現在は単純な文字列を埋め込んで使用するのが一般的で
すが、構造化したデータの埋め込みにも利用可能です。例えば、
名刺情報を指定されたフォーマット（vCard形式等）で文章を埋
め込み、それをスマートフォンで読み込むと自動的に連絡先に
登録するといったことも可能となっています。このように読み取
るアプリケーション側に機能を付加していくことでQRコードの
活用の幅はさらに広がっていくと考えられます。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 デザイン情報係　TEL：075-315-9506  E-mail：design@kptc.jp

QRコードの特徴
　QRコードはデンソーウェーブが1994年に開発した2次元
コードです。QRはQuick Responseの略で、文字通り高速読み
取りが可能というのが特徴です。また、元々は製造現場のニー
ズから生まれたものであり、汚れ等により多少損傷があっても
読み取れるというのも特徴の一つです。
　1次元バーコードは縦縞のパターンにより0～9の数字を表
現することで数字の埋め込みが可能となっています。また、本
来埋め込みたい数字とは別にチェックデジットと呼ばれる数字
を付加することで誤り検出する機能を持たせています。
　一方、2次元コードは白黒セルを1単位として、白か黒かで0
か1かを表します。1次元バーコードが横1列に並んでいるのに
対し、2次元コードは縦方向にも並びます。埋め込まれた0か1
のデータは元のデータをあるルールに基づき変換（符号化）し
たものです。読み取り時にはルールに基づき逆変換（復号）する
ことで埋め込まれた情報を知ることができます。ルールの中に
は復号時に誤りを検出、訂正する機能を持たせています。

符号と情報量
　符号とは、ある情報をルールに則り0と1のみで構成される2
進数の数列に変換したものです。基本的にコンピュータ上では
情報を符号化して取り扱います。文字を取り扱う場合は文字
コードというルールに則り符号化します。例えば、asciiコードで
は128種類の英数字、記号は8桁の2進数数列に変換されま
す。「A」という文字は「01000001」に変換されます。この数列
の1桁を1bitとカウントします。bitは情報量の単位で、ascii
コード上では1文字は8bit（=1Byte）の情報量を持ちます。

誤り訂正符号
　情報を送信する場合には、2進数に変換された元の情報に検
査記号を付加して送ります。これにより途中でノイズが入って
も受信側で誤りを検出、訂正することが可能になります。
　誤り検出、訂正を実現する最もシンプルな方法は情報を繰り
返し送ることです。
　例えば、送りたい情報が0か1の2通りの場合を想定します。2
回繰り返す場合は0→00、1→11に変換して送り出すことにな
ります。その際、途中でノイズが入って1bit反転し、01として伝
わったとします。そうすると受信者は受け取った情報が誤ったも
のであることが分かりますが、元の情報が0であったのか1で
あったのかまではわかりません。同様の条件で3回繰り返す場
合は0→000、1→111に変換して送信し、010として伝わった
とします。すると受信者は元の情報が0であったことが分かりま

　近年、キャッシュレス決済の普及により二次元コード（QRコード）を目にする機会が増えたように感じます。QRコードは文字情報を
埋め込むことが可能で、従来の1次元バーコードと比べて扱える情報量が飛躍的に増えました。また、早く正確に読み取り可能である
ということも大きな特徴であり、誤り訂正の機能を持たせることでこれを実現しています。

企画連携課　阿閉 義政
QRコード普及の裏側にある機能
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